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所 見 (日頃の厳しい教育訓練の重要性)

2

厳しい環境・状況の中厳しい環境・状況の中

• 使命感に基づく強固な意志の堅持

• 迅速な状況把握・情報共有

• 適時・適切な判断・決心

• 実効的かつ柔軟な部隊行動

• 隊員の特技能力の発揮

• 使命感に基づく強固な意志の堅持

• 迅速な状況把握・情報共有

• 適時・適切な判断・決心

• 実効的かつ柔軟な部隊行動

• 隊員の特技能力の発揮

総合一体化・組織力の発揮
見積・計画・命令・実行確認・指導
総合一体化・組織力の発揮
見積・計画・命令・実行確認・指導

所 見 (日頃の厳しい教育訓練の重要性)
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東千歳駐屯地業務隊燃料置場

岩手ＦＳＡ糧食集積所

３月末の兵站組織

所 見 (基地・駐屯地の重要性)

44

長距離・長期にわたる長距離・長期にわたる

• 活動の自己完結性保持

• 緊急時支給（援）能力

• 活動の自己完結性保持

• 緊急時支給（援）能力

基盤・支援後拠基盤・支援後拠

所 見 (基地・駐屯地の重要性)
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所 見 (自治体との連携・調整の重要性)
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• 給食等支援に関する調整

• 被災者ニーズの把握等

• 行方不明者発見時の対応

• 物資の輸送・管理・運搬等

• ガレキ除去要望に関する対応

• 人員輸送支援等

• 給食等支援に関する調整

• 被災者ニーズの把握等

• 行方不明者発見時の対応

• 物資の輸送・管理・運搬等

• ガレキ除去要望に関する対応

• 人員輸送支援等

所 見 (自治体との連携・調整の重要性)
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苫小牧港（西港・東港）

人 員 約１４，０００名
９０％

車 両 約３，７００両

小樽港

人 員 約１，２００名
８％

車 両 約４００両

函館港

人 員 約３００名
２％

車 両 約８０両

3月12日～6月5日

101輸送業務隊取扱分

所見（輸送力の確保）ｰ東北への部隊移動ｰ
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高速艇による輸送

苫小牧港における乗船 秋田港へ集結した車両

所見（輸送力の確保）ｰ東北への部隊移動ｰ
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揚陸艦ＴＯＲＴＵＧＡ艦載クレーンで車両を積載

搭載部隊 第５旅団

搭載隊員数 約２４０名

搭載車両数 約８０両

輸送航路 苫小牧港→青森港

甲板に並んだ派遣部隊車両

所見（輸送力の確保）ｰ米海軍による輸送ｰ
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名

凡 例

人員数 北部方面隊の派遣人員

【日 】 活動を開始した日付

３月
派遣日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

【１３日】
第２師団先遣(300名)｢第２６普通科連隊｣

【１４日】
第２師団主力(3600名)

【１５日】
北部方面施設隊(900名)
第７師団生活支援隊(1200名)
第11旅団生活支援隊(900名)

【１６日】
第５旅団主力(1900名)

【１９日】
第７化学防護隊(60名)
第11特殊武器防護隊(40名)

【２１日】
第１特科団(1800名)

【２３日】
第１高射特科団(1300名)

【 ３月１１日 】

北部方面隊
災害派遣命令発令

11
日

所見（輸送力の確保）ｰ戦力の集中ｰ
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室蘭港

相馬港

３月２２日出港

ドラム缶８１０本

灯油６１０本

軽油１００本

重油１００本

出港準備中の広域防災フロート

軽油を港まで輸送した第７師団のトラック

所見（輸送力の確保）ｰ広域防災フロートｰ
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被災者からのメッセージ 被災者とともに

ラッパ吹奏を披露する隊員 少年サッカーチームとの交流

被災者との交流
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激励文

感 謝 ・ お 礼

14

北海道における災害と対応北海道における災害と対応

15

北海道における地震発生予測

資料源：地震調査研究推進本部ＨＰ

16

米国他

室蘭港
苫小牧港

北海道事態発生における港湾の価値

小樽港

函館港

北海道への増援、
物資輸送のルート
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